
             化 研 マ 演 集 第 十 九 輯

                   卜

 FegO3-ZnO一 シ リカ ゲ ル系 隅媒

   シ リカ ゲル(20%)と 解 媒 を水 にて 混 和 し,5〔 〕0℃2時 間 加 熱 した鰐 媒

     、反腱=i率7.7%,ア セ トン牧 率83%.

 IF'。203-7nO一 活 性 炭 系 鯛 媒

   活 骨炭(富 士 活 性,50%)と 燭 媒 を水 に て混 和 し, 120℃1時illlカil禦1し た 燭 媒              ヒ

      1反地{率99。8%,ア セ ト ン牧 奉72.4%.

 (二)捲 艦 中活 性 炭 が最 も良 い結 果 を示 したの で,50%活 性 炭 含 イ∫燭媒 中Fe20:1, Z、、Oの 混

合 割 合 を3:1(重 量 比)及 び1:3(1示?:比)に 攣 えて 費験 を行 つ た.

      反 慮率93.6%及 び29.9%  ア セ1・ン牧 率66.3%及 び58.3%.

 以 上 絡 括 す る と,一 元 燭 媒 に於 て は 堕化 第 二 鐵 をNH40Hに て沈 澱 せ しめ たF。203燭 媒4)

が アeト ンの牧 量最 も良 く,二 元 燭媒 に於 て は盤 化 第 二 鐵 をNaOIIで 庭 理 して作 つ たFe203

と歴 化 亜 鉛 をN。OHに て塵 理 したZ。C)と の混 合 濁 媒 力{よ く,捲 罷 と して は 活性 炭 が 最 適 で あ

る事 を知 つ た.
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       26・ 醗 酵 法 に よ る 桑 皮 及 び蓖 麻 皮

          の 高 度 精 練 に 關 す る 研 究

            片 桐 英 郎,花 木 孝 雄,山 本 龍 男

 桑 皮 の好 氣 的醸 酵 精 練 細 菌 として各1株 のBacil!us morus及 びBactel・ium mollls並 に2

株 のMiCrOCoeClls mort!Sと 命名 した合 計4株 の優 良 細 菌 を護 見 し た.こ れ 等 の菌Miを 利 用 し

て4回 に亘 る蓮 綾 醸 酵 精 練法1)の 工X化 試 験 を完 了 した.

 一方 桑 皮 の 嫌 氣 的醸 酵 精 練 細菌 としてWeizmann型 ク ロス ト リヂ ウ ムに優 る所 謂 片桐 菌 を

焚 見2)し,こ れ 叉工 業 化 試 験 を行 つ た次 第 で あ るが,繊 維 長 の 關 係 か ら衣 料 用 と して は重 要 性

を指 摘 し得 ない桑 皮 を して新 規 な 川 途 を開 く目的 を以 て桑 皮 の 高 度 精 練 化 を 試 み た.

 又 一 方,箆 麻 子 を封 照 として栽 培 され る箆麻 植 物 髄 は利 用 され て い な い が,箆 麻 董 の40%を

占 め る箆 麻 皮(靱 皮 部)は 桑 皮(全 繊維 素46.5%,α 一 繊 維 素370%)に 近 い成 秀(全 繊 維 素42.17

%,α 一繊 維 素33.82%)を 有 す るか ら,そ れ の高 度精 練 化 を も合 せ て研 究 した.

 桑 皮 及 び 箆 麻 皮 の 高 度精 練 法 と して普 通 の醸 酵 精 練 品 の 化 學 塵 理 と醸 酵 細 菌 に よ る極 端 な精

練 庇 理(over retting)と を試 み た,

 即 ち.き皮 に就 て はBacillus mo1・usに ょ る∫O時聞 の 醸 酵 繍 品(牧 量56%,α 一 繊 維 素61.83

                   (58)



            片桐,市 川:糖 添加 による猷造法に關 す る考察  .

%)の アル カIl虞 理(劃 原 料3%)を 行 えば,原 料 で あ る桑 皮 よ りの牧 量44%,α 一 繊 維 素7LO6

%と な り,夏 に これ に漂 白 虞 理(謝 原 料30%漂 白粉 を使 用)を 施{}ばll父量34%,α 一繊 維 素90.18

%に 達 す る.              .

 次 に168時 聞 及 び360時 闇 に亘 るover re{thlgに よ る牧 量 は 夫 々48及 び36%,α 一 繊 維 素

69・77及 び76.39%を 示 し,醗 酵 時 聞 に腱:じて精 練度 は向」tし アル カ リ慮 理 の工 程 を省 略 で き る

こ とを知 り得 た.

 普 通 に行 われ る桑 皮 の ア ル カ リ精 練 法即 ち封 原 料20%に 當 るNaOHで 煮 沸 す る場 合 の製 品

は牧 量51%,α 一 繊 維 素62.33%を 示 し,上 記 の50時 岡 の 醸 酵 精 練 品 と精 練 度 は 一致 す るが牧 量

の 低 下 を來 たす もの で あ る,以 上 の 結 果 か ら醗 酵精 糸り}1法に よ れば ア ル カ リの使 用 を省 略 して和

鑑 高 度 の精 練 が 期 待 出來 る.

 箆 麻 皮 の 好 氣 的 醗 酵精 練1こ適 す る桿 朕 菌3株 の分 離 に成 功 し,こ の細 菌 の分 類 的特 徴 を精 査

して ～一新 菌 種 と断 定 し,こ れ をBacillus ric:nusと 命名 した.常 該細 菌 に よ る72時lillの醗 酵

庭 理 品 は牧 量42%,α 一繊 維 素82.87%を 示 し,こ れ を桑 皮 の場 合 の 如 く稀 薄 ア ル カ リ,次 いで

漂 白 庭 理 を施 せ ば牧 量35%,α 一拙!維素93.21%を 示 す 製 品 が得 られ る.

 一 方200時 聞 のover lelthlgに よれ ば 牧 量39%,α 一 繊 維 素8斗 。6396の 製 品 力;得られ,こ れ

に漂 肖 庭 理 を施 せ ば 牧 量37%,α 一 繊 維 素90.65%を 示 す高 慶 精 練 品が 得 られ る こ とを實 誰 し,

醗 酵精 練法 は桑 皮 と伺 様 に箆 麻 皮 に就 て も高 度 精練 の手 段 と して 利 用 出來 る こ とを指 摘 した,

 1)  }ヤ茄1}英夏K, 特許第167483號(昭 和19年).

 2)月 桐英 耶,茂 野悠一,特 許第158717號(昭 和18年).

              (昭KI 24年7月8目 受 瑚 〕
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        27・ 糖 添 加 に よ る醸造 法 に關 す る考 察     ,

              片 桐 英 郎,・市 川 吉 夫

 清酒,紹 興酒,濁 酒等,主 食 と摩擦ある穀類を主原料 とする酒類の製造をどの程度に樫1液で

置換出來 るかの問題を吟味す る鴬,先 す白米を主原料 とする紹興酒の製造 に關 して考察した.

紹興酒 とは,中 國漸江省紹興府其他の地方で醸造される数種の酒類の総祥厚で,一 名老酒 とも呼

ばれるものである

 實瞼に使用 した糖液は,澱 粉酸糖化液よT)結品葡萄糖を製造する際の結品母液であつて,之

が原料 として使用の可否 を槍討するため,第 一表に示す寳験 を行つた.即 ち表示 した各種の糖

            第1麦 葡 萄 槽 製 造 塵 蜜 の 醗 酵
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